
 １９億4,２８３万２千円 
 

  

期間の延長：２年間 （平成３０年度から令和２年度まで → 平成３０年度から令和４年度まで） 

総額の増額 ２億７，０００万円 うち、令和２年度年割額   △１億 ６４４万５千円 

施工面積 約 7.0ha（分譲面積約 6.0ha） うち、令和３年度年割額  １億９，９２２万５千円 

総事業費 約 19 億円（継続費） うち、令和４年度年割額      １億７，７２２万円 

発行 柿の種通信 第９号                  埼玉県議会議員 柿沼貴志 県政報告          令和 2年 1２月号   

埼玉県議会議員 柿沼貴志 事務所     TEL 048-554-1377 / FAX 048-577-3154 

〒361-0077 行田市忍 2-17-12     e-mail : takashi-kakinuma@mbr.nifty.com 

 

柿沼貴志| 検 索 

柿沼貴志のプロフィール 
●昭和 50年 11月 11日生まれ  

おいもと幼稚園～桜ヶ丘小学校～長野中学～羽生第一高校 

●小中と野球少年だったが、高校から空手道に励む 

●趣味：自転車、野球、ソフト、カラオケ 

●平成 23年行田市議会議員に初当選（1,759票） 

●平成２７年 県議選初挑戦（12,７５２票 次点） 

●平成３１年 県議選に於いて 15,253票の信託を頂き初当選 

●無所属県民会議（１４名第二会派）にて活動中！ 

●朝の清掃＆挨拶活動は９年目に突入、1,000回を超え継続中！ 

●県民の声を県政に届ける為各地でミニ集会を実施中！ 

柿沼貴志 

発行 

連絡先 

埼玉県議会議員 

令和２年 １２月補正予算 

営業時間短縮要請に係る「埼玉県感染防止対策協力金」支給 

累計予算額 

◆債務負担行為の設定 限度額  ４８億５，９３４万円 

◆繰越明許費の設定                 ６５億４，４００万円 

◆繰越明許費の設定                    ６３５万４千円 

◆特別高額医療費共同事業に係る拠出金 ４億１，９８４万９千円 

◆高齢者医療制度に係る前期高齢者納付金   １，９８８万２千円

◆債務負担行為の設定 工業用水道施設修繕《工業用水道事業会計》 限度額 ９４１万円 

◆水道施設修繕《水道用水供給事業会計》       限度額 ２億８，２０５万３千円

12月議会の主な内容 

県政に対するご意見ご要望は 

柿沼貴志事務所までご連絡ください 

県政報告、ミニ集会、講演依頼等市内何処でも 

お伺い致しますのでお気軽にお声がけください 

か   き  た   か ぬ   ま し  

mailto:takashi-kakinuma@mbr.nifty.com


病院名 連絡先 住所 受診対象者 小児 

赤井胃腸科 048-553-2233 行田市門井町 2-10-32 自院のかかりつけ患者のみ 不可 

川島胃腸科 048-553-0001 行田市佐間 1-18-39 自院のかかりつけ患者のみ 不可 

河本耳鼻咽喉科 048-555-2626 行田市門井町 2-24-43 初診患者等広く受け入れる 可 

行田協立診療所 048-556-4581 行田市本丸 18-3 自院のかかりつけ患者のみ 不可 

行田総合病院 048-552-1111 行田市持田 376 番地 初診患者等広く受け入れる 可 

行田ふれあいクリニック 048-555-1155 行田市持田 3-15-23 自院のかかりつけ患者のみ 不可 

根本医院 048-555-1261 行田市行田 10-22 自院のかかりつけ患者のみ 可 

松原医院 048-553-6700 行田市長野 1-31-10 初診患者等広く受け入れる 可 

やまかわ内科クリニック 048-564-1488 行田市壱里山町 18-6 自院のかかりつけ患者のみ 不可 

令和 2 年 12 月 9 日現在  

 
埼玉県議会１２月定例会  トピックス 

一般質問から見えてきた秩父鉄道 IC化への道筋 

  市民の皆様から頂いたご意見をしっかりと県に働きかけ様々な安全安心を実現しています。 

架け橋 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

以 前 

現在の様子 

市内埼玉地区の県道の補修を行いました 市内忍川の堤防強化、かさ上げ工事の進捗状況 

私も 6月議会の一般質問で質した秩父線の IC化が今議会の一般質問

の中でさらに問われ、執行部から前向きな答弁がなされました。 

企画財政部長答弁：これまで、秩父鉄道では、利便性の向上策の一つと

して交通系 IC カードシステムの導入を検討してきた。資金面について、

国が費用の 1/3を補助する訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策

事業の活用に一定の目途が立ったため、導入への道筋がついたと伺っ

ている。感染症防止にも有効であり、県としてもしっかり支援していく。 

［発熱等の症状があり、医療機関をお探しの方］ 新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ 

両方の診療を行うことができる医療機関を「埼玉県指定 診療・検査医療機関」として指定、公表しています。 

 

 

12 月現在 

秩父鉄道の利便向上、利用促進を県としても後押ししてもらえ

るように、沿線自治体の県議として引き続き要望していきます。 

埼玉県 LINE コロナお知らせシステム活用ください 

埼玉県では、接触確認アプリ等で通知を受け

た方全員がPCR検査を受けることができます。 

１２月７日現在で QRコード発行数１万４８４７件 

システム利用者は４万８９２１人 

QR読み取り数は延べ１０万７８０８件 

イメージ 


